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電子計算機の提案（米、’45）

人間、計算機科学と通信のインテリジェント化

ＮＴＴデータなどでサービス利用

ＮＴＴソフトでサービス利用

法人営業本部でサービス利用

人間の機能に関する研究 音声品質のスペクトル
ひずみ評価尺度の考案（’83）

視覚的補完現象の確認（’95）

笑いのメカニズム（’96）

初代「イリュージョンフォーラム」を公開（’99）

人間の発声動作をロボットで再現（’02）
視野の動きに誘発される反射腕運動の発見（’02）

ぶるなび：錯覚を利用した牽引力生成方法の発明（’04）

質感を見る脳の仕組みを解明（’07）

「錯視と錯聴を体験！イリュージョン
フォーラム」正式公開（’09）

物体の形状と質感知覚に関する物体残効錯視の発見（’13）重力レンズ錯視効果（’93）
新しい錯覚の発見、リーマン幾何学に
基づく空間ひずみ理論を構築

目、口の動きの開始時間差で、愛想、喜び、嘲り笑いを分析して解析

新しいコンピュータの研究
TAO/ELIS知能
処理マシン（’86）

PARTHENON論理
LSI設計システム（’90）

実時間記号処理プロセッサ
SILENT（’94）

NTT-ITより外販 MPEG2ボードなどの所内試作などに利用、NTTデータより外販

生産性を飛躍的に向上する設計システムを試作

コンピュータに話をさせる
PARCOR音声分析合成法（’69）
偏自己相関係数を利用した音声処理技術を考案

LSP音声分析合成法（’78）

APC-AB音声
符号化方式（’80）

SPLIT法単語認識
システムの製作（’81）

SYMPLE音声合成法（’84）

フォノコード音声符号化方式の発明（’86）

COCテキスト音声合成システム（’91）

PSI-CELP音声符号化方式（’93）

Twin- VQ音楽符号化（’95）LSPスペクトルパラメータを用いたディジタル音声技術を考案

機械翻訳 日英機械翻訳プロトタイプ（’82） ALT-J/E 日英機械翻訳（’94）
速報型日英機械翻訳システム（ALTFLASH）を開発（’98）

文法を学習する統計翻訳技術の開発（’06）
日本語の主辞後置性を利用した英中韓から日本語への統計翻訳手法を開発（’12）

単語事前並べ替えに基づく日英統計翻訳手法を開発（’13）

NTTデータでサービス利用

日本語・英語を対象とする構文・意味解析などの
文書処理技術を初めて提案 実用規模の意味理解翻訳システムを試作

世界最大級の日本語意味辞典を完成日英機械翻訳用辞典（’97）

書籍としても出版

セキュリティ技術 公開鍵暗号の
マスタ鍵法の発明（’80）

暗号方式FEAL開発（’85） 楕円暗号方式（’90） 属性情報を利用した暗号化・復号を行うインテリジェント暗号（’10）
プライバシのフォーマルな定式化と検証手法の考案（’10 ）

共通鍵暗号 Camellia （’00）
量子公開鍵暗号の提唱（’00）

公開鍵暗号 PSEC-KEM（’01） NTT-CERT組織化（’04）
楕円曲線を用いた公開鍵暗号方式の基本原理を考案

コンピュータの目で物を見る 自由手書きオンライン
文字列認識の実現（’88）

3次元物体認識（’93）

補完類似度による文字認識（’94）

マルチフォントOCR（’82）

方向奇与度特徴法による文字認識（’81）

オンライン文字認識装置（’78）
位相構造化法による文字認識（’77）

度数計OCR（’72）

静止画中の高速物体探索
アクティブ探索法（’96）

学習アクティブ探索法（’00） 携帯電話でとらえた音や映像による
情報検索を実現する
ロバストメディア探索 ver.1.0（’04）

世界の全動画投稿サイトの規模での
動画中既知コンテンツ特定を
実現するロバストメディア探索
RMS 2.0 ('08)

スマートフォンでとらえた音・映像による
情報ナビゲーションを実現する
ロバストメディア探索　RMS2012A,B ('12)

NTTデータでサービス利用NTTコミュニケーションズ、西日本、データなどでサービス利用 NTTデータなどでサービス利用NTTレゾナントでサービス利用

タブレット上に書かれた手書き文字の認識装置を試作

パラメトリック固有空間法による
認識技術を考案

かすれ文字背景つき文字などを
補完して認識する技術を考案 音や映像を高速に探す時系列アクティブ探索法（'98）

コンピュータの耳を創る（音声認識）
最ゆうスペクトル推定による音声分析（’67）

音素出現順序に着目した数字音声認識（’70）

音素単位テンプレートによる電話音声認識（’81）

テレホンバンキングシステム「銀行ANSER」（’82）

SPLIT法による不特定話者音声認識（’83）
デルタケプストラム特徴量を提案（’85）

統計言語モデルベースの大語彙連続音声認識（VoiceRex）（’97）

ベイズ法による音声認識 ('02)
WFST による超大語彙音声認識アルゴリズム('04)

dMMI基準識別的モデル学習法（’10）

議会録作成支援システム（’11）

深層学習に基づく一体型音声認識WFST "soliton" の考案（’12）

NTT東日本でサービスイン

歪み無し音声強調技術（’15）

国際WSCHiME3で1位獲得NTT-データよりサービスイン

プロジェクションマッピングで静止画に
動的変形を与える「変幻灯」を開発・商用化（’15）

幼児言語発達の研究と絵本検索システム「ぴたりえ」の開発（’17）

声の特徴に注目した選択的聴取「SpeakerBeam」（’18）

小型軽量力覚提示デバイス：ぶるなび３の発明（’14）

腕運動中のスティフネス計測と運動制御仮説検証（’96）
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